
真砂地区小学校跡施設利用方針（案）に対する意見と市の考え方

NO 意見の概要 件数 市の考え方 修正

跡
施
設
全
体

① 1 真砂第一小の跡施設利用案は全て賛成である。 1
　「真砂地区小学校跡施設の利用方針」に基づき、各
施設を整備してまいります。

―

① 2

「障害福祉サービス事業所」案はぜひ実現してもらい
たい。
精神障害者が気楽に通所できるデイケア施設があれ
ば、家族も助かる。

1
　「真砂地区小学校跡施設の利用方針」に基づき、障
害福祉サービス事業所を整備してまいります。

―

② 3

真砂第一小学校跡施設内に拡充予定の「障害福祉
サービス事業所」を、次の理由から、肢体不自由者が
利用しやすいよう整備をしてもらいたい。
・肢体不自由者を受け入れられる障害福祉サービス事
業所が不足しており、千葉市内の肢体不自由特別支
援学校の卒業生は、利用に大きな制限を受けている。
・学校跡施設は室内及び廊下に介護に必要な広さが
ある。
・学校跡施設はバリアフリー化するためのスペースを
確保できる。

1

　障害福祉サービス事業所については、障害種別を限
定しないことを原則としていますが、受け入れする主た
る障害種別を設定することができます。この主たる障
害種別については、公平性の観点から限定して公募
する予定はございません。
　なお、整備にあたっては、肢体不自由者の方が使い
やすいよう、出来る限りバリアフリー対策を取り入れて
改修いたします。

―

③ 4

次の理由から、真砂第一小学校跡施設に障害福祉
サービス事業所として入る事業者を、○○○としてもら
いたい。また、利用開始時期も、できるだけ早くお願い
する。
・現在の施設が手狭である。活動内容の充実を図るこ
とが困難。多くの利用希望者がいるが、定員の増員が
できない。
・現在の施設内の階段が急なため、肢体不自由者の
移動に負担が大きく、危険が伴う。
・現在の施設の賃借料金は高く、運営する法人の経営
上の問題となっている。
・現在の場所には駐車場がないため、通所時の送迎に
路上駐車をしなければならず、危険が伴う。
・地域清掃やバザー等を通じ地域と交流し、受け入れ
られている。

17

　事業者については、公平性の観点から公募としてお
りますので、特定の事業者に限定することはできませ
んが、○○○を運営する法人が、この公募に参加して
いただくことは可能です。
　なお、障害福祉サービス事業所として小学校跡施設
を活用するに際しては、千葉市全体で障害福祉サービ
スの総量を増加させることを目的としていますので、既
存施設が定員増を図らず単に移転するような事例はこ
の目的に合致しないと考えています。
　また、利用開始時期については、耐震診断や改修工
事等を行うため、平成２７年度を予定しています。

―

① 5
「地域活動支援センター」案はぜひ実現してもらいた
い。

1
　「真砂地区小学校跡施設の利用方針」に基づき、地
域で生活する障害者が利用する地域活動支援セン
ターを整備してまいります。

―

③ 6

真砂第一小学校跡施設に地域活動支援センターとし
て入る事業者を、○○○としてもらいたい。
養護学校・特別支援学校高等部を卒業する生徒は
年々増加し、受け入れる施設も満杯の状況にある。と
くに美浜区は知的障害のある人の通所施設が少なく、
実績と信頼のある○○○の利用希望者が増加してい
る。地域のコミュニティの輪に入ることで、障害のある
人たちへの理解が少しずつ広がり、障害者自身も受け
身の立場だけではなく、徐々に地域活動の役割を担う
ことができるようになると思う。

1

　今回、整備する地域活動支援センターは、在宅の障
害者の方に対して、日中通うことのできる場所を提供
するとともに、障害者の方の福祉に関する相談に応
じ、必要な情報提供や援助を行う機能を有する「Ⅰ型」
です。そのため、事業者は、相談支援事業を実施して
いるものに限定されます。

―
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項目：①施設の設置に対する賛否、②施設の設備等に関する要望等、③運営主体に関する要望等、④運営方法に関する要望等
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真砂地区小学校跡施設利用方針（案）に対する意見と市の考え方

NO 意見の概要 件数 市の考え方 修正項目
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① 7

真砂二小跡地に市立高等特別支援学校を作らないで
もらいたい。真砂二小跡地はすぐ隣が真砂中学校にな
る。障害のある高校生が登下校中などに、性的な気持
ちを起こしいたずらをするかもしれない。
真砂・磯辺地区は小学校や中学校、高校が密集した、
しかも高齢者の多い地域である。被害者の叫び声に
気付いて助けるという事は期待できない地域である。
市立高等特別支援学校といった施設などは、真砂・磯
辺地区に作ってほしくはない。作るのであれば、小学
校・中学校などの密集していない地域に作ってもらい
たい。

1

　市立高等特別支援学校の設置については、跡施設
の有効活用といった視点のほか、教育の特色が生か
せるよう、通学の利便性や就労に向けた企業等との連
携、近隣の学校との交流や共同学習のしやすさ等を
考慮し、設置場所を検討してまいりました。
　市立高等特別支援学校に通学する生徒は、公共の
交通機関を利用した自力通学の可能な生徒となります
ので、当然公共のマナーやルールも身に付けた生徒と
なります。

―

─ 8

地域の活性化を目指した具体的アイデアを出し合い、
高齢者、認知症、障がい者、障がい児の施設の充実と
支援人材育成施設、また高齢者に対しては特別養護
老人ホームも必要だが高齢者専用賃貸住宅、リハビリ
施設や児童擁護施設なども合わせて福祉の核になる
ような、そして真砂全体で福祉充実の町にしていけた
らよいと思う。ハード面だけでなく特に福祉人材育成の
ための中心施設。運営は法人公募でなく例えば市職
員がヘルパー業務を行うぐらいの仕組みが出来ると課
題も身近になり配慮の行き届いた活力ある福祉の町
に出来るのではないだろうか。
地域に身近な存在の施設が出来たら良いと思う。

1

　「真砂地区小学校跡施設の利用方針」の作成にあ
たっては、中長期的な視点から、人口・世代構成や、
周辺地域の施設の状況、地元住民からの要望書など
を総合的に勘案して、全庁的な検討を行っておりま
す。
　今回の利用方針は、福祉施設やコミュニティセンター
などの市民利用施設に加え、相互交流のためのオー
プンスペースを設けており、地域住民の方に身近に感
じていただける施設となるよう努めてまいります。
　なお、今回の御提案については、今後の資産活用の
参考とさせていただきます。

―

─ 9

老齢者の医療費が年々増加の傾向にある。体は年を
とっても使うことによって体の健康を維持することが出
来ると言われている。跡地施設利用案にはこのような
内容のものが無いので、体を動かす道具・機器類の設
置などの検討を考えて欲しいと思う。体が元気になれ
ば医療費も軽減されるのではないだろうか。真砂地区
にはこのような施設は見当たらない。是非設置をお願
いする。

1

　現在、市では各区にいきいきプラザを１か所整備して
おります。美浜区は高洲に美浜いきいきプラザを開設
しており、高齢者が自由に運動できるように運動器具
などを設置しております。また、真砂いきいきセンター
では、運動器具は設置しておりませんが、身体機能の
低下防止を図る機能回復訓練などを実施しております
ので、今回の真砂地区小学校跡施設には、体を動か
すためのスペースや道具・機器類の設置は計画してお
りません。
　なお、コミュニティセンターは、地域コミュニティ醸成
のための施設であり、今回の移転にあたり、新たに高
齢者の健康維持を目的とした機器類の設置は計画し
ておりません。

―

─ 10

地域では子供が減少する一方で老人が増加しており、
老人を預かる・または世話をするための養老設備を充
実させる必要がある。早急に計画を策定し、実施にむ
けた体制を作ってもらいたい。

1

　真砂第一小学校の校庭跡の一部に、特別養護老人
ホーム、ショートステイ、デイサービスが一体となった
施設を整備できる社会福祉法人を募集する予定です。
計画的な整備が可能となるよう事業者募集を進めてい
きます。

―

─ 11

是非、千葉市の図書館を真砂に作ってもらいたい。隣
町にしか無いので不便である。コンピュータを置いて本
の受け渡しのみでも。真砂コミュニティセンターの図書
室を千葉市の図書館にする等、検討を。

1

　図書館の設置についてですが、美浜区には美浜図
書館、打瀬分館及び磯辺公民館図書室、また、近隣に
は検見川公民館図書室があり、現在、新たに図書館を
設置する考えはありません。頂きました御要望につい
ては、今後の図書館サービス充実の参考とさせていた
だきます。
　なお、コミュニティセンターの図書室は、読書を通じて
余暇活動を深めていただくための簡易な読書スペース
として設置していることから、図書館ネットワークには
接続しておりません。

―
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